
佐川支所
管内より

仁淀支所管内より

　「花を気軽に飾ってみてほしい」と話すのは、
土佐市高石地区でユリを栽培する望岡さんご夫
婦。裕美さんの父、森本仁志さんの跡を継ぐ予
定で、就農して約７年で、現在は出荷および販
売を担当しています。今後２～３年のうちに品種
の構成なども任される予定です。
　LA系を中心に42アールで約30品種、年間45
万本以上を出荷しています。「咲いたとき、本当
にきれいなんです」と力強く話す望岡さん。「生花
の魅力を伝えていきたいです」と笑顔を見せてく
れました。

花を気軽に飾ってみてほしい
望岡 望さん（40歳）
　　 裕美さん（41歳）

もち おか　のぞむ

ひろ み

本当に農業はキライですか？
氏原 美登さん（66歳）

　「土地がもったいないし、草を生やしておく
のは嫌だから」という理由で、キライな農業を
始めた氏原さん。定年退職後、「あぐりミドル
スクール」で道具の使い方から学び、早５年。
今では直販所「はちきんの店」でブロッコリー
やジャガイモなどを出荷しています。「見栄っ
張りだし負けず嫌い。上手にできたら自慢もし
たい」と、“キライ”という言葉とは裏腹に、
農業にどっぷりはまっているように見えますよ ！  

うじ はら　み　と

　銀くんは利信さんが大好き ！  「ソックス取っ
てきて～」と頼むと、籠からちゃ～んと持って
きてくれます♪
　お手もお座りもばっちりできる銀くんだけど、
気が乗らない時や都合の悪いことは聞こえな
いふりをしちゃう、お利口さんです（笑）
　くりくりのつぶらな瞳がかわいい銀くんは鹿
児島県のご出身。利信さんと加栄さんが車で
迎えに行きました ！  寝るときは２人と１匹、川
の字で仲良くおねんねです。

ソックス持ってくるのは
お安い御用 ！
銀くん（オス・豆柴・４歳）
飼い主：西森 利信さん
　　　　　　 加栄さん

ぎん

にし もり　とし のぶ

か　え

　チャイムには遠吠えし、車が通ったら吠えて知らせ
る大石家の番犬、武蔵くん。一見、硬派な武蔵くん
ですが実は人が大好きで「さわって♪  さわって♪ 」
と背中を向けてちょこんと座ります。秋葉祭りが近づ
くと、練習で訪れる子どもたちにも大人気です ！  
　ご近所に住む彼女・中越はなちゃん（雑種・６歳）
に会いに行くときは、ミカンを手土産に会いに行きま
す♡  大石家と中越家ともども公認の仲。これからも
楽しい時間を過ごしてね ！  

ミカンを手土産に、
彼女に会いに行きます♡
武蔵くん（オス・柴・８歳）
飼い主：大石 邦廣さん

むさ　し

おお いし　くに ひろ

斗賀野支所
管内より

土佐市支所管内より

彼女のはなちゃん



営農営農

営農 営農

　

と
さ
し
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
や
県
、

市
、
福
祉
事
務
所
ら
が
組
織
す
る
土
佐
市

労
働
者
確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
２

１
年
３
月
か
ら
農
福
連
携
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
10
日
に
は
、
農
福
連
携
を
通

じ
た
雇
用
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
「
Ａ
ｃ

ｔ
．」（
東
京
都
中
央
区
）
の
職
員
を
招
き

ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
10
月
に
徳
島
オ
フ
ィ
ス
を
開

き
、
農
福
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
知

的
障
が
い
者
を
６
人
雇
用
し
、
露
地
の

サ
ツ
マ
イ
モ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の

収
穫
や
袋
詰
め
作
業
な
ど
を
請
け
負
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
職
員
が
、
ピ
ー
マ
ン
の
産
地
規

模
や
栽
培
期
間
な
ど
概
要
を
説
明
し
た

後
、
収
穫
体
験
を
実
施
。

　

徳
島
オ
フ
ィ
ス
に
在
籍
す
る
川
西
努
副

事
業
推
進
部
長
は
「
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
に
仕
事
が
で
き
る
。
感

覚
や
こ
つ
を
覚
え
る
ま
で
時
間
は
か
か
る

と
思
う
が
、
障
が
い
の
あ
る
方
で
も
十
分

で
き
る
作
業
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
籠
尾
良
洋
係
長
は
「
関

係
機
関
が
協
力
し
合
い
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
の
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

イチゴ生産者
情報交換

　

伊
野
支
所
の
い
白
芽
芋
部
会
で

は
サ
ト
イ
モ
の
「
白
芽
芋
」
の
出

荷
が
終
盤
を
迎
え
ま
し
た
。
い
の

町
枝
川
地
区
で
は
45
年
ほ
ど
前
か

ら
、
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。「
白
芽
芋
」
は
１
個
１
０
０

㌘
前
後
で
直
径
10
㌢
ほ
ど
。
生
産

者
は
出
荷
す
る
直
前
に
収
穫
。
表

面
を
手
で
整
え
る
「
む
し
り
」
作

業
を
行
っ
て
か
ら
Ｊ
Ａ
の
出
荷
場

で
選
別
・
箱
詰
め
さ
れ
ま
す
。

　

主
に
岡
山
県
や
広
島
県
で
流
通

し
て
い
ま
す
。
丸
く
て
肌
が
き
れ

い
な
芋
は
高
値
で
取
引
さ
れ
、
高

級
料
亭
な
ど
で
使
わ
れ
ま
す
。

　

仁
淀
川
地
区
は
イ
チ
ゴ
の
栽
培
が

盛
ん
で
、
部
会
の
枠
組
み
を
超
え
て

情
報
交
換
を
し
よ
う
と
、
産
地
交
流

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
月
28
日
に
は
「
ゆ
め
の
か
」
の

高
設
栽
培
を
し
て
い
る
横
畠
宏
之
さ

ん
（
佐
川
町
）
が
西
本
和
生
さ
ん
（
土

佐
市
）
の
ハ
ウ
ス
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

横
畠
さ
ん
は
「
今
日
の
視
察
を
き
っ

か
け
に
、
今
後
も
互
い
に
交
流
を
深

め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
の
イ
チ
ゴ
栽
培
に
関
し
て
、

Ｊ
Ａ
合
併
以
降
、
不
定
期
に
農
家
や

営
農
指
導
員
ら
が
現
地
視
察
を
し
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

戸
波
集
出
荷
場
で
は
２
月
に
「
土
佐

文
旦
」
の
出
荷
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し

た
。
日
量
で
約
10
㌧
を
選
果
し
、
２
月

下
旬
ま
で
に
２
０
０
㌧
の
出
荷
を
行

い
ま
し
た
。

　

戸
波
支
所
経
済
課
の
広
瀬
修
久
さ

ん
は
「
昨
年
１
・
２
月
の
寒
波
や
授
粉

時
期
の
降
雨
の
影
響
を
受
け
、
出
荷
量

は
例
年
の
３
割
程
度
。
一
方
、
食
味
は

例
年
以
上
に
良
い
出
来
」
と
太
鼓
判
を

押
し
ま
す
。

　

同
出
荷
場
で
は
光
セ
ン
サ
ー
選
果

機
で
、
糖
酸
度
や
果
形
を
選
別
し
、
味

に
ば
ら
つ
き
の
な
い
品
質
の
良
い
土

佐
文
旦
を
全
国
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

土佐文旦出荷！
例年に比べ収量減

　

日
高
支
所
ト
マ
ト
選
果
場
で
、
ブ

ラ
ン
ド
ト
マ
ト
「
シ
ュ
ガ
ー
ト
マ
ト
」

の
出
荷
が
続
い
て
い
ま
す
。
光
セ
ン

サ
ー
を
備
え
た
設
備
で
糖
度
別
に
選

果
し
、
主
に
関
東
へ
出
荷
し
ま
す
。

　

今
作
は
定
植
時
に
曇
天
が
続
き
、

12
月
の
収
量
は
少
な
め
で
し
た
が
、

糖
度
は
十
分
。
収
量
も
年
明
け
か
ら

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

同
支
所
ハ
ウ
ス
園
芸
部
会
で
は
、

29
戸
が
約
10
・
５
㌶
で
ト
マ
ト
栽
培

に
励
ん
で
い
ま
す
。
同
部
会
の
正
岡

知
也
部
会
長
は
「
お
い
し
い
ト
マ
ト

を
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

熱心に意見交換をする参加者（左から西本さん、横畠さん）

土佐岩戸米営農組合
米・食味コンW受賞

「白芽芋」を選別する部員ら

「白芽芋」出荷、終盤！

旬、真っ只中
シュガートマト

「シュガートマト」を収穫する正岡さん出荷作業に勤しむ作業員

ピーマンの収穫体験をする川西副事業推進部長㊨

　

土
佐
市
の
土
佐
岩
戸
米
営
農
組

合
は
「
第
23
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会　

早
場
米

部
門
」
で
山
本
晴
記
さ
ん
が
金
賞
、

野
村
義
範
さ
ん
が
特
別
優
秀
賞
と
、

ダ
ブ
ル
受
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

総
出
品
数
が
５
０
０
０
を
超
え

る
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
同
組
合
は
２
０

１
８
年
の
16
回
大
会
か
ら
毎
年
出

品
し
、
６
年
間
で
延
べ
９
人
が
入
賞

し
て
い
ま
す
。
山
本
さ
ん
は
３
度
目

で
２
年
連
続
の
金
賞
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

入
賞
の
理
由
と
し
て
、
野
村
組
合

長
は
「
定
期
的
な
勉
強
会
、
土
壌
分

析
に
よ
る
適
正
な
土
づ
く
り
と
肥

培
管
理
な
ど
、
組
合
員
全
体
で
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
意
識
し
て
い

る
」
と
話
し
ま
す
。
刈
取
り
時
期
の

長
雨
で
品
質
や
味
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
受
賞
し
た

こ
と
に
「
苦
労
が
実
を
結
ん
で
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
良
質
な
米
産
地
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
16
年
に
発
足
。
現

在
は
23
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
食

育
活
動
に
も
熱
心
で
「
土
佐
岩
戸

米
」
は
土
佐
市
内
の
学
校
給
食
に
利

用
さ
れ
、
組
合
員
が
毎
年
、
食
育
授

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金賞を受賞した山本さん㊨と特別優秀賞の野村組合長

仁淀川地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

営農

農福連携に向けて
ピーマン収穫体験

営農



仁淀川地区版

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園鳥獣被害対策専門員

上地　和久

ためしてみ
て！！

イチオシ商
品

エーコープ
こめ油

＜作り方＞
① 長芋は角切りにし、酢水（分量外）にサッと
漬け、浮き身用の分を少し分けて残しておく。

② ねぎは小口切りにし、浮き身用に青い部分
を少し分けて残しておく。

③ 鍋にエーコープこめ油を熱し、長芋・ねぎを炒
めてスープを入れて煮る。

④ ❸がやわらかくなれば牛乳を入れてミキサーにか
け、ひと煮立ちさせ、塩こしょうで味付けする。

⑤ 器に❹を注ぎ、残しておいた長芋とねぎを浮かす。

牛乳を消費しよう！ 長芋のスープ

Aコープ・直販店で取扱中 ！
（店舗によっては取り扱っていない場合も

ございます。ご了承ください）

春
野
・
土
佐
市
地
区

鳥獣被害対策専門員
真辺　忠志

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

上
地　

和
久

携
帯
電
話
：

０
９
０‐３
１
８
９‐０
３
７
３ 

コ
ス
モ
ス
地
区

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

真
辺　

忠
志

電
話
：
０
８
８
９‐２
２‐７
８
２
３

（
コ
ス
モ
ス
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
）

※
鳥
獣
害
対
策
は
Ｊ
Ａ
の
地
区
分
け
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

先
月
号
で
は
電
気
柵
の
設
置
方
法
に
触
れ

て
み
ま
し
た
が
、
今
回
は
W
M
柵
に
つ
い
て
お

話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
今
の
鉄
金
属
や
原
油
の
高
騰
、
ま
た
設

置
に
労
力
を
要
す
る
こ
と
か
ら
W
M
柵
は
敬

遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
設
置
方
法
を
習
得
す

れ
ば
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
被
害
等
か
ら
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
W
M
柵
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要

な
道
具
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
支
柱
を
打
ち

込
む
ラ
ン
マ
ー
、
柵
と
支
柱
を
固
定
結
線
す

る
ハ
ッ
カ
ー
、
柵
を
設
置
形
状
に
応
じ
て
切
断

す
る
ク
リ
ッ
パ
ー
が
主
な
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
や
女
性
で
も
難
な
く
柵
が
設
置
で

き
る
よ
う
管
内
の
製
作
所
の
ご
厚
意
で
軽
量

の
工
具
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
ご
希
望
さ

れ
る
方
に
貸
し
出
し
も
可
能
で
す
。
ご
遠
慮

な
く
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

イ
チ
ゴ
の
病
害
虫
対
策

【
ヒ
ラ
ズ
ハ
ナ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
】

　

年
内
に
防
除
が
で
き
て
い
な
い
場
合
、
越
冬

成
虫
の
発
生
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
３
月

に
入
る
と
ハ
ウ
ス
外
か
ら
の
飛
来
も
増
え
ま
す

の
で
初
期
防
除
な
ど
し
っ
か
り
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

【
生
態
・
生
活
史
】

　

25
℃
で
卵
期
間
３
日
、
孵
化
か
ら
羽
化
ま

で
７
日
、
産
卵
前
期
間
１
日
、
雌
の
生
存
期

間
は
約
52
日
、
平
均
産
卵
数
は
約
５
０
０
個
と

生
育
は
旺
盛
。

【
発
生
し
や
す
い
条
件
】

　

高
温
、
乾
燥
す
る
と
多
く
発
育
す
る
。
本

種
は
高
温
・
乾
燥
を
好
む
の
で
、
い
ち
ご
で
は

普
通
４
月
以
降
に
寄
生
が
急
増
す
る
。

【
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

花
へ
の
寄
生
を
早
期
に
見
つ
け
、
早
め
に
対

策
を
立
て
る
。
花
や
果
実
に
被
害
が
出
て
か
ら

で
は
手
遅
れ
な
の
で
、
早
く
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
寄

生
を
発
見
し
速
や
か
に
防
除
す
る
。
そ
の
た

め
、
３
月
〜
４
月
に
な
っ
た
ら
花
や
蕾
を
ル
ー

ペ
で
良
く
観
察
し
、
成
虫
や
幼
虫
の
寄
生
を

見
つ
け
て
薬
剤
を
散
布
す
る
。
発
生
の
多
い
場

合
は
数
回
の
薬
剤
散
布
が
必
要
で
あ
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

（
W
M
柵
）
の
設
置
に
つ
い
て

鳥獣被害についての
お問い合わせ

営農指導員
上野　駿

【
そ
の
他
】

・
青
色
粘
着
板
を
設
置
し
、
増
殖
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、
粘
着
版
に
付
く
タ
イ
ミ

ン
グ
を
観
察
す
る
こ
と
で
初
期
発
生
を
察

知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
防
除
時
Ｉ
Ｇ
Ｒ
剤
を
混
用
す
る
こ
と
で
幼

虫
の
脱
皮
阻
害
や
産
下
卵
ふ
化
抑
制
等
に

よ
り
長
期
に
わ
た
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

ル
バ
ー
ブ
は
特
有
の
香
気
と
酸
味
の

あ
る
葉
柄
を
利
用
す
る
永
年
性
の
野
菜

で
す
。
太
く
て
多
汁
質
の
葉
柄
は
、

ジ
ャ
ム
、
パ
イ
な
ど
に
利
用
し
ま
す
が
、

葉
身
に
は
シ
ュ
ウ
酸
が
多
く
含
ま
れ
る
の

で
食
用
に
で
き
ま
せ
ん
。
和
名
は
食
用

大
黄
と
い
い
、
漢
方
薬
の
ダ
イ
オ
ウ
と

同
属
の
植
物
で
、
原
産
地
は
ロ
シ
ア
南

東
部
か
ら
シ
ベ
リ
ア
南
部
と
さ
れ
、
冷

涼
な
気
候
を
好
み
ま
す
。

﹇
品
種
﹈
世
界
的
に
は
数
十
品
種
ほ
ど

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
ビ
ク
ト
リ

ア
」（
藤
田
種
子
な
ど
）
は
草
勢
が

強
く
収
量
の
多
い
品
種
で
す
。

﹇
育
苗
﹈
幼
苗
期
の
除
草
作
業
な
ど
を

考
慮
し
て
育
苗
す
る
と
よ
く
、
ハ
ウ

ス
を
利
用
し
、
２
、
３
月
に
３
寸
ポ
ッ

ト
に
４
、
５
粒
の
種
を
ま
き
ま
す
。

そ
の
後
間
引
き
を
し
て
１
本
立
ち
に

し
、
５
月
ご
ろ
ま
で
に
本
葉
４
、
５

枚
の
苗
に
仕
上
げ
ま
す
（
図
１
）。

﹇
畑
の
準
備
﹈
植
え
付
け
２
週
間
前
に
１

平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
２
０
０ｇ
を

全
面
に
ま
い
て
、
よ
く
耕
し
て
お
き

ま
す
。
植
え
付
け
溝
は
畝
幅
１
２
０

㎝
と
し
、
幅
20
㎝
、
深
さ
20
㎝
に
掘
り

下
げ
ま
す
。
元
肥
は
溝
１ｍ
当
た
り

堆
肥
を
２
㎏
、
化
成
肥
料
（
N
P
K

各
成
分
10
%
）
１
０
０ｇ
程
度
を
施

し
、
土
を
戻
し
ま
す
（
図
２
）。

﹇
植
え
付
け
・
追
肥
﹈
大
型
野
菜
の
た

め
、
株
間
を
60
㎝
程
度
に
取
り
、
苗

を
植
え
付
け
ま
す
（
図
３
）。
植
え

付
け
の
年
は
、
夏
の
初
め
と
終
わ
り

に
、
溝
を
切
っ
て
畝
１ｍ
当
た
り
化
成

肥
料
50
ｇ
を
与
え
ま
す
。
翌
年
か
ら

は
、
冬
（
萌
芽
〈
ほ
う
が
〉
前
）
に

畝
１ｍ
当
た
り
堆
肥
１
㎏
と
化
成
肥

料
１
０
０ｇ
を
施
用
し
、
そ
の
後
は

初
年
度
と
同
様
に
追
肥
を
し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
初
年
度
は
収
穫
し
な
い
で
、

２
年
目
か
ら
収
穫
を
始
め
ま
す
。

収
穫
法
は
30
〜
50
㎝
に
伸
び
た
葉

柄
を
基
部
よ
り
手
で
か
き
取
り
、

葉
身
は
切
り
捨
て
ま
す
（
図
４
）。

一
度
に
採
葉
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、

次
回
は
１
、
２
週
間
後
に
収
穫
し
ま

す
。
収
穫
期
は
５
、
６
月
で
、
収

穫
期
間
は
２
カ
月
程
度
に
と
ど
め
て

お
き
ま
す
。

﹇
そ
の
他
の
管
理
﹈
越
冬
し
た
株
が
早

春
に
萌
芽
し
、
そ
の
後
、
花
茎
の
伸

長
（
と
う
立
ち
）
が
始
ま
り
ま
す

が
、
開
花
・
結
実
す
る
と
そ
の
後
の

生
育
が
悪
い
た
め
、
花
茎
は
早
め
に

手
で
除
去
し
ま
す
。
敷
き
わ
ら
は
、

泥
は
ね
を
防
ぎ
、
盛
夏
の
干
ば
つ
対

策
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
５
、
６
年

た
つ
と
草
勢
が
衰
え
て
く
る
の
で
、

植
え
替
え
を
し
ま
す
。
萌
芽
前
の

冬
に
掘
り
上
げ
、
切
り
離
す
株
に
芽

が
付
く
よ
う
に
縦
に
切
断
し
、
株
分

け
を
し
ま
す
。

ル
バ
ー
ブ

香
気
と
酸
味
の
あ
る
ジ
ャ
ム
を
楽
し
む

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

＜材料＞
・長芋…100g　・ネギ（白ネギ）…１/２本　・牛乳…200ml
・塩コショウ…少々　・エーコープこめ油…適量

＜スープ＞
・チキンコンソメ…１個　・水…600cc

ランマーを使い柵を打ち込む様子

ランマー ハッカー クリッパー

クリッパーでワイヤーを切った様子

↑成虫：暖かくなるとイチゴの花に集まり、加害する。↑初期の被害果：果実が淡い茶褐色になる。

※防除薬剤については、地域により効果が異なる場合がありますので、
　詳しくはお近くのＪＡの営農指導員・または農業振興センターへ
　お問い合わせください。
※ＪＡ版農業電子図書館より一部記事抜粋
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おたよりイラストコーナー

（仁淀支所管内・Nさん63歳）（吾北支所管内・Tさん62歳）（吾北支所管内・Sさん38歳）（伊野支所管内・Kさん71歳）

「
地
域
で
輝
く
！  

女
性
農
業
者
の
チ
カ
ラ
」
の
見

出
し
を
み
て
ふ
と
我
に
返
り
ま
し
た
。
米
、
ゼ
ン

マ
イ
、
じ
ゃ
が
芋
、
季
節
ご
と
に
あ
る
野
菜
を
作
っ

て
い
る
こ
と
に
、
作
れ
る
体
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、

育
て
た
も
の
が
収
穫
で
き
た
時
の
喜
び
を
感
じ

な
が
ら
、
食
す
る
の
も
幸
せ
で
す
。
頑
張
っ
て
！！

（
仁
淀
支
所
管
内
・
T
さ
ん
71
歳
） 

「
地
域
で
輝
く
！  

女
性
農
業
者
の
チ
カ
ラ
」
女

性
農
業
就
業
者
が
多
い
で
す
ね
。
さ
す
が
高
知

県
。
は
ち
き
ん
女
性
が
活
躍
で
き
る
地
域
が
あ

ち
こ
ち
に
あ
り
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。

（
池
川
支
所
管
内
・
T
さ
ん
47
歳
） 

将
来
、
畜
産
の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
い
う
孫
が

い
ま
す
。
川
井
百
合
香
さ
ん
と
孫
が
だ
ぶ
っ
て

見
え
エ
ー
ル
を
送
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

（
土
佐
市
支
所
管
内
・
I
さ
ん
69
歳
） 

「
地
域
で
輝
く
！  

女
性
農
業
者
の
チ
カ
ラ
」
春
か

ら
老
人
ホ
ー
ム
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
き
ま

す
。
こ
の
特
集
を
読
ん
で
、
土
俵
は
違
う
け
ど
福

祉
と
重
な
る
部
分
が
あ
っ
て
「
私
も
頑
張
ろ
う
！
」

と
思
い
ま
し
た
。
将
来
（
宝
く
じ
が
当
た
っ
た
ら
）

自
然
の
中
で
自
給
自
足
を
し
な
が
ら
、
お
年
寄
り

に
寄
り
添
う
施
設
を
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
特
集
し
て
く
だ
さ
い
！
（
笑
）

（
日
高
支
所
管
内
・
N
さ
ん
31
歳
） 

「
ご
は
ん
・
お
米
へ
の
想
い
を
自
由
に
表
現
！
」

で
、
神
希
実
さ
ん
の
気
づ
き
に
感
心
し
ま
し

た
。
噛
む
力
が
弱
か
っ
た
り
、
飲
み
込
む
こ
と

が
む
ず
か
し
い
老
人
に
も
、
お
米
な
ら
調
理
方

法
で
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な

ど
、
お
米
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
に
気
づ
い
て

き
て
、
立
派
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
土
佐
市
支
所
管
内
・
K
さ
ん
73
歳
） 

▼
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い
女
性
農
業
者
が
、
紙
面
を

飾
っ
た
新
年
号
で
し
た
。
部
会
の
集
ま
り
な
ど

で
は
男
性
が
多
い
で
す
が
、
直
販
所
の
出
荷
者

な
ど
の
お
名
前
を
見
る
と
女
性
の
名
前
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
！  

部
会
に
も
女
性
が

た
く
さ
ん
出
て
き
て
く
れ
た
ら
い
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
畜
産
の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
い

う
お
孫
さ
ん
が
い
る
I
さ
ん
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
応
援

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
♡

お
米
作
り
の
大
変
さ
や
お
米
の
お
い
し
さ
な
ど

が
伝
わ
っ
て
く
る
子
供
た
ち
の
作
文
と
絵
が
す

ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
斗
賀
野
支
所
管
内
・
K
さ
ん
54
歳
）

と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
の
子
ど
も
時
代
に
は
全
部
手
刈
り
で

大
変
で
し
た
が
、
天
日
干
し
に
し
た
お
米
は

と
っ
て
も
美
味
で
し
た
。

（
佐
川
支
所
管
内
・
O
さ
ん
62
歳
）

「
う
ち
ん
く
の
台
所
」
に
掲
載
の
「
里
芋
の

チ
ー
ズ
と
生
ハ
ム
コ
ロ
ッ
ケ
」
を
作
っ
て
み
ま
し

た
！  

な
か
な
か
美
味
し
か
っ
た
で
す
！  
レ
シ

ピ
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
戸
波
支
所
管
内
・
A
さ
ん
60
歳
）

里
芋
が
き
ら
い
な
子
ど
も
た
ち
も
美
味
し
い
と

言
っ
て
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
土
佐
市
支
所
管
内
・
I
さ
ん
72
歳
）

米
粉
の
グ
ラ
タ
ン
美
味
し
そ
う
で
す
ね
。
寒
い

と
き
に
は
ピ
ッ
タ
リ
最
高
！  

具
だ
く
さ
ん
で

是
非
作
っ
て
み
ま
す
。

（
斗
賀
野
支
所
管
内
・
T
さ
ん
59
歳
）

「
里
芋
の
チ
ー
ズ
と
生
ハ
ム
コ
ロ
ッ
ケ
」
美
味
し

そ
う
で
す
ね
。
最
近
は
め
ん
ど
く
さ
が
り
に
ま

す
ま
す
拍
車
が
か
か
っ
て
揚
げ
物
な
ん
か
す
る

気
も
お
き
な
〜
い
。
で
も
食
べ
た
〜
い
。

（
斗
賀
野
支
所
管
内
・
I
さ
ん
58
歳
）

今
年
の
年
賀
状
で
一
番
驚
い
た
の
は
、
30
代
の

女
性
が
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
た
め
狩
猟
免
許
を

と
っ
た
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
彼
女
は

過
疎
の
集
落
で
一
人
暮
ら
し
。
必
要
に
迫
ら
れ

た
と
は
い
え
、
心
配
で
す
。

（
池
川
支
所
管
内
・
N
さ
ん
65
歳
）

▼
お
米
の
良
さ
を
再
認
識
で
き
た
作
文
で
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
も
、
１
０
２
歳
の
ひ

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
好
き
な
お
米
。
お
正
月
に
ご

馳
走
（
お
寿
司
）
を
食
べ
て
疲
れ
た
胃
に
優
し

い
七
草
が
ゆ
も
お
米
で
す
。
そ
う
い
う
目
線
で

見
る
と
、
お
米
の
活
躍
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
！

▼
美
味
し
そ
う
な
グ
ラ
タ
ン
と
コ
ロ
ッ
ケ
で
し

た
ね
。
そ
の
ま
ま
紙
面
か
ら
摘
ん
で
食
べ
た
く

な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
斗
賀
野
支
所
管
内
の
I

さ
ん
、
だ
れ
か
に
作
っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
た
い

で
す
よ
ね
（^^）

▼
近
年
は
女
性
ハ
ン
タ
ー
、
通
称
「
狩
り
ガ
ー

ル
」
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
い

ろ
い
ろ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
近
年
は
「
ジ

ビ
エ
」
料
理
を
食
べ
る
機
会
も
増
え
、
鳥
獣
被

害
の
実
態
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
私
は
思
い
ま
す
！


